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一般質問の通告書
 次のとおり通告いたします。
	質問事項
	質問要旨（内容は、具体的に記載すること）
	質問の相手

	森林環境整備の取り組みについて
	国において森林環境税が創設され、平成３６年度（令和６年）から国内に住所を有する個人に対して、年額１,０００円が個人住民税に課税されることになった。使途として人材育成や間伐、木材利用の促進、また担い手の確保等に使って行く事で、今年度予算化され取り組んでいることについては理解をしています。
森林環境税の内容の理解をしていく上において、東かがわ市として現状の取り組み方で良いものなのか、また東かがわ市として独自の地域としての取り組みをする必要があるのでは。

里山整備が進み機能すれば、将来的にイノシシ・サル・シカなどを防ぐメッシュや電気柵が必要なくなってくると考え、以下の点について市長に伺う。
１新たな森林管理システムへの対応状況はどのようになっているのか伺う。
２森林所有者経営等意向調査についてはどこまで進んでいるのか伺う。（民地の件数・面積含む）
３里山整備を進めるにあたり森林法の定義からすると、人工林を含んでの民有地も取り組めると判断することができるため。ふるさとの山をいかに維持していくか、再構築する転機ととらえ、所有者・林業関係・行政等関係者で構成する協議の場を創設すべきと考えるが取り組む考えについて伺う。
４人材育成・担い手の確保が必要だが、森林組合だけに任せるのでなく、他の企業（土木・建設等）などが参入しやすい環境整備、大学などからの支援を受け、新規林業従事者の育成・研修と林業全般の人材育成の拡充に取り組むべきと考えるがどうか伺う。
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